chugokujin ni mirarerukotohyogengoyo no keiko by 竹中 憲一
中国人に見られる口頭表現誤用の傾向











































ざるを得ない。筆者は日本語教育にたず さわ ったば期 りで,口頭表現の概
















































での 口頭表現 とはいえない。・また,採 集方法も自由な対話形式によるもの
でなく・ ビデオの画面を媒介としたロ頭表現であ り・その牽現領域はかな
り限定 されたもの といわざるをえない。具体的には,ビ デオの画面に太郎
が花子を殴って㌧.・る場面が映 し出された場合,r太郎が花子を 殴 った」等
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解力 テス トを行 ってみた ことがある。平均、点数 は100点満点中60点に満 た
なか った。その外来語を分類 し研修生 の外来 語把握傾向を調査 してみた。
比較 的把握 してい る外来語 は教室用語(レ ポ ー ト,テ ーマ,メ モ等),食
物 の名(コ ーヒー,・トマ ト,パ ン等),建 物 に関す るもの(ト イ レ,プ ー
ル,ビ ノレ等),器 機 の名(カ ラーテ レビ,力目メラ,ス テ レオ等)で ある。
あま り把 握 していない外来 語は職業名(パ イ ・ ッ ト,タイ ピス ト,ア ナウ
ンサ ー等),芸 術に関す るもの(ス ク リー ン,オ ーケス トラ,ミ ニージ ッ
ク等),短 縮型 の外来語(プ ・,ア マ,ア ナ等)で あ る。 また常 用度が高
い割 に全 員が答 えられ なか った外来語の中に,パ レー ド,ヒ ッ ト,ミ ュー
ジカル,グ ラビア,ス トアー,ビ ジ ョン,ピ ンチ,ラ ベル等 の語 があっ
たo
名詞 の誤用の中で次 に多か ったのは指示 詞 「こそあ ど」 である。
○単 身 赴任者にはい ろい ろ困難があ らます。 この中で一番大変 なことは
健 康管理 の問題 です。
指 示詞 の中で,特 に被指示対 象 との照応関係 に関す る誤用が多 くみ られ
た。
この他,類 義表現選択,形 容詞の名 詞化 等の誤用 もみ られ た。
副詞 につい ては陳述 副詞 の呼応関係 と擬 声語 ・擬態語 の 誤 用 が 多 か っ
たo
擬音語 ・擬態語については,国際基督教大学の擬声語,擬 態語に関する













誤 用 の 内 容 、動詞の誤用数 誤用動詞に.占1める割合
イ)類義表現の選択誤用 218118,1%





.ホ)複 合動詞の誤用 92 7,6庵









ル)慣 用的表現の誤用 44 3.6%.
ヲ).自他動詞の誤用
?? 2.1%







○ペ ンフ レ著 ド募集 とい うよびかけを発見 しました。(見つけ ました。
読み ま した).








い。その他,若 干ではあるが各 の々表現にみられるプラス評価,マ イナス
評価の混同,話 し言葉,書 き言葉の混同がみ られ たg.
ロ,非 日本語的表現.
oド ラマを見てまず 目の前に出るのは愛子 さんですね。、・(登場する)
oオー トバイに走って,ぎ ずして,見せる顔がない。目
非 日本語的表現 とは,・.日本語 としてきわめて不目然な表現を さす。「ま
ず 目の前に出る」とい う苦心 した表現はr登場する」 とい う語を思いつか
なかった結果生 じた誤用で,語彙力の不足による目ものであろ う。非 日本語
的表現の誤用は強いて分類すれば他の分類項 目に分類することができるが,
誤 用の程度がはなはだしいものをまとめて非 日本語的表現とい う項 目をた
てた。 この他,「や り,もらい」 の授受動詞の誤用が多かっ・たのは,ピ デ








本来,動 作性をもつ漢語に しか使われないが,恣 意的に・[する」を付ける
誤用がめだづた6'r外来語+す る」.⑳場合 も.rぺγ7レ シドする」:のよ う
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に外来語の意味をよく理解 しないで機械的にrす る」をつけ丁文通す る」
という意味で使っている例がみ られた。同様の誤用例 ど して 「ピアノす
る」「ミシンする」等があった。.
逆に本来r漢 語+す る」の 形をとるべ ぎとごちを和語を使 って意味をと
りちがえた 「中国南極隊が探 った」'(調査する)「そろばんで数える」(計算
する)等 の誤用例も若干 あった。 また 「浩の父は深 くわびを しました。」
という上記の誤用例は 「わびる」 とい う動詞があるにもかかわらず 「わび




.つ愛子は桑太郎め手紙を うれ しそうに拝見しました。(読み豪 した。)』』
.O明と典子は学生時代に結婚 されたん脅す。ぐしたのです。)
















O二人 は大 学で知 りま した。(知 り合い)
O浩 はオ ー トバイを乗 って回る(乗 り回 る。)
Oシ ョックを受 けてそのまま寝 ころんで し豊いま した。(寝 ζんで)
複合動詞は 中 ・上級 の学習者に とって表現 力を高め るには どうしてもマ
ス ターしなければ ならない用法 の一つであ る。
複合動詞 り誤用は大 き く3つ に分類 でぎる。用 例の ように,本 来,複 合
動詞 で表 現すべ きところを単純動詞に よって表 現 した誤 用 で あ る。「結婚
する」rけ んかす る」 といった常に行為 の相手を必要 とす る相互動詞 と,
r知る」r取 る」等 の動詞 とを区別 して把握 してい ない ところ か ら起 る誤
用 と思われ る。第2は 「乗 って回る」の よ うに二つの動詞を単 に接続助詞
を用いて連結 させ るために異 なった表現にな った例であ る⇔第3はr寝 込
んで」 とい うところを 「寝 ころんで」 とした例で ある。 これは後項動詞の
選択を誤 って意味 が異な って しま った誤用 で あ る。そ の他,r乗 り回 る」
r乗り回す 」の よ うに,後 項動詞 の自他動詞 の誤 用によって意味が異 な っ
.て しま った誤用・「死 に きる」「オー トバイで走 りかか至」.とい った アスペ
ク トに関係す る誤用 も若干み られた。.
へ,ア スペ ク ト,.補助動詞 の誤用
C愛 子 さん とデー トす る ところを隣 りゅおば 書んに見 られ た。(して
いる)
Q口 頭表 現の授業を受 け∫か ら8ヶ 月たち ま した。.(受けは じめ て)
oち ょうど,そ こへ 隣 り お ばあさんが入 りま した。(入って ぎ ま し
た。).
アスペ ク・トは中国人学習者に とって難、獣だ といわれている。 しか し,中
国に も完 了を表わすr一一了」,持続を表わすr一 着」始動 を表 わ すr一 起
目来」継続 を表わすr一 下去」経験を表わすr一 過」があ り一動詞 の後接成




文中のアスペクトの誤用の多 くはr旅行 した間」目(旅行 していた間)「ち
ょうどご飯をたべた時」(たべている時)「大学に行 った時」(行っていた)
等のように,継 続を表わすアスペクトが多かづた。














(見る)といった語彙 レベルでの干渉である。第2は 上記 の例 に あげた
r睦子は御主人にたのんで,浩 さんを厳 しく要求して下さい とい い まし
た」(睦子央求丈夫悦"称 要戸格要求浩")といった構文 レペルでの干渉で
ある。つまり,中国語の溝文をそのままお きかえ七 しまったごとによる誤
用である。第3はr東 京の会社に分配 された」(就職 した)とい った 中国
の社会事情をそのまま日本語の表現の中にあてはめた ことによる誤用であ
る。中国では大学生は卒業すると国家が職場を指定す るシズデムになって
お り,そのことを中国語で 「分配」とい う。この他 動詞単独め誤用では
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中国語の文法体系にはテ ヒスの概念がない。 例えばr訪 問fanw色n」















g年寄 りのくせに色 目をつける(つ恥 与.)目目
.o桑太郎はちょっ・と目実をつけて(も うけて)・
口頭豪現において慣用的表現を意識的に使挙 うとする研修生は日本語の
水準がある程度の レベルに達 しているとみてよ㌧.、。慣 用句の構成はrお た







区別があり,働きかける対象 となる目的語が くる場合をr及 物動詞」 とよ
び,そ うでない場合をr不 及物動詞」 とよんでいる。 日本語の他動詞,自
動詞に近い概念をもつものと考えてよいと思 う。 しか し,日本語のよう目な
意味上の対応関係のない自他両用に使われる動詞が多い。こうした ことか
ら自動詞,他 動詞の用法は研修生ぴヒとって難関 の一 つ であ る。特にr死















O桑太郎は風邪がなおったあと起 きたり寝た りしている。(寝た り起
きた り)
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○家の前を来た り行った りする。(行った り来た り)目目
この種の誤用は中国語の干渉に属するといえるか も目しれ ない。例えば
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